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東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
復
興
グ
ル
メ
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
め
る

「
第
３
回
復
興
グ
ル
メ
Ｆ
－
１
大
会
」
が
2
1
日
、
石
巻
市
鮎
川
浜
の
復
興

商
店
街
で
開
催
さ
れ
た
。
被
災
３
県
の
地
元
グ
ル
メ
1
2
品
が
顔
を
並
べ
、

食
を
通
じ
て
復
興
の
加
速
化
に
期
待
を
込
め
た
。
投
票
の
結
果
、
鯨
肉
の

竜
田
揚
げ
を
パ
ン
に
は
さ
ん
だ
「
お
し
か
モ
ビ
ー
ド
ッ
グ
」
　
（
お
し
か
の

れ
ん
街
）
が
最
高
回
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
射
止
め
た
。

復興仮設商店街

Ｗ ･ ･
・
・

「
芒
雲
ビ
ー
ド
ぶ
」

万
’
ラ
ヤ
ｙ
リ
作
く

　
大
会
は
同
商
店
街
「
お

し
か
の
れ
ん
街
」
、
気
仙

沼
復
興
商
店
街
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ア
ム
ダ
の
主
催
。
第

１
回
は
今
年
一
月
に
気
仙

沼
市
、
２
回
目
は
４
月
に

大
船
渡
市
で
あ
り
、
手
挙

馮
丿
一
一
―
八
ｊ
】
峠
釘
頴
１

べ
。
や
Ｅ
ｌ
ｒ
し
に
一
Ｊ
し
彫
　
石
苑
方
か
ら
は
お
し

か
モ
ビ
ー
ド
ッ
グ
、
石
巻

三
陸
掲
げ
（
石
巻
ま
ち
な

か
復
興
マ
ル
シ
エ
）
、
折

浜
バ
ー
ガ
ー
（
ス
マ
イ
ル

カ
ー
・
フ
ィ
ー
チ
ャ
リ
ン

グ
・
折
浜
マ
ザ
ー
ズ
）
、

宝
イ
カ
飯
（
浜
友
＆
Ｊ
Ｅ

Ｅ
Ｎ
）
の
４
品
を
出
品
。

宮
城
県
は
気
仙
沼
市
、
南

三
陸
町
を
合
め
て
６
品
、

岩
手
県
は
５
品
、
初
参
戦

の
福
島
県
は
『
り
ゅ
う
ぐ

う
蛸
（
た
こ
）
焼
」
＝
南

各
店
舗
に
は
常
に
行
列

が
で
き
て
い
た

相
馬
市
＝
が
登
場
し
た
。

　
来
場
老
が
１
品
３
０
０

円
の
創
作
料
理
や
ス
イ
ー

ツ
を
食
べ
比
べ
し
、
票
と

な
る
割
り
ば
し
を
扱
じ
た

結
果
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
お

し
か
モ
ビ
ー
ド
ッ
グ
が
選

ば
れ
た
。
も
ち
も
ち
と
し

た
食
感
の
ロ
ー
ル
パ
ン
に

鯨
肉
＠
竜
田
揚
げ
を
は
さ

ん
で
お
り
、
決
め
手
は
ピ

リ
辛
の
特
製
タ
レ
。
の
れ

ん
街
で
は
週
末
数
量
限
定

で
販
売
さ
れ
、
地
元
で
も

愛
さ
れ
て
い
る
逸
品
だ
。

　
の
れ
ん
街
の
石
森
政
成

命
一
員
は
「
地
域
の
人
た
ち

と
復
興
を
支
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
で
生
ま
れ

た
復
興
グ
ル
メ
。
地
元
開

催
で
最
高
聳
を
射
止
め
た

こ
と
は
光
栄
に
思
う
。
こ

の
大
会
で
多
く
の
人
が
鮎

川
を
訪
れ
、
復
興
商
店
街

を
知
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
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｀
ｊ
ｒ
り
／
、
Ｑ
く
゛

が
一
番
の
喜
び
」
と
話
し
Ｉ

一一
-て

い
た
。

　
４
回
目
は
1
0
月
ご
ろ
の

開
催
が
見
込
ま
れ
、
閉
会

式
で
は
復
興
マ
ル
シ
ェ
と

折
浜
マ
ザ
ー
ズ
、
南
三
陸

さ
ん
さ
ん
商
店
街
（
南
三

陸
町
）
、
南
町
紫
市
場
「
気
」

仙
沼
市
）
の
４
か
所
が
候

補
地
に
名
乗
り
出
た
。
近

く
調
整
が
行
わ
れ
、
次
回

の
開
催
地
と
日
時
が
決
ま

る
見
通
し
だ
。
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